
　
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
J
A
T
A
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
観
光
促
進
協
議
会（
チ
ー
ム
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）の「
メ

デ
ィ
ア
デ
イ
」で
は
、「
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー・会
報
誌
部

門
」で『
イ
タ
リ
ア
好
き
〜
特
集
』が
最
優
秀
作
品

に
選
ば
れ
ま
し
た
。そ
の
特
集
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
州
は
、歴
史・文
化
と
と
も
に
、

国
立
公
園
と
な
っ
て
い
る
雄
大
な
山
々
を
抱
え
る

自
然
の
宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

点
在
す
る
街
も
自
然
保
護
区
域
の
中
に

　

長
靴
の
よ
う
な
形
を
し
た
イ
タ
リ
ア
の
イ
オ
ニ

ア
海
側
の
西
半
分
に
比
べ
る
と
、ア
ド
リ
ア
海
側

の
東
半
分
は
、日
本
で
の
知
名
度
が
相
対
的
に
低

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
ア
ド
リ
ア
海
側
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
ア
ブ
ルッツ
ォ
州
は
、ロ
ーマの
あ

る
ラ
ツ
ィ
オ
州
に
隣
接
し
て
お
り
、州
都
の
ラ
ク
イ

ラへは
車
な
ら
1
時
間
半
と
い
う
距
離
で
す
。

　

2
0
0
9
年
4
月
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュー
ド
6
の

地
震
が
ア
ブ
ルッツ
ォ
州
で
発
生
し
、同
年
7
月
の

主
要
国
首
脳
会
議
は
震
災
復
興
の
た
め
開
催
地

を
変
更
し
て「
ラ
ク
イ
ラ・サ
ミッ
ト
」と
な
り
ま
し

た
。こ
の
時
の
報
道
で
、ラ
ク
イ
ラ
の
地
名
を
記
憶

し
た
人
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。

　
日
本
で
は
、イ
タ
リ
ア
北
部
の
ア
ル
プ
ス
山
脈
が

有
名
で
す
が
、中
央
部
に
は
ア
ペニン
山
脈
も
走
っ

て
お
り
、ア
ブ
ルッツ
ォ
州
は
、ア
ペニン
山
脈
で
最

も
高
い
山
塊
で
あ
る
グ
ラ
ン
サ
ッソ
山
脈
を
中
心

に
、面
積
の
3
分
の
2
を
山
岳
地
帯
が
占
め
て
い

ま
す
。ア
ブ
ルッツ
ォ
国
立
自
然
公
園
に
は
多
く
の

自
然
保
護
区
域
が
存
在
し
、山
の
中
に
点
在
す
る

街
ま
で
が
自
然
保
護
区
域
の
中
に
あ
り
ま
す
。夏

は
ト
レッ
キ
ン
グ
や
乗
馬
、湖
畔
で
の
避
暑
、冬
も

ス
キ
ー
が
楽
し
め
る
た
め
、イ
タ
リ
ア
国
内
だ
け

で
な
く
、欧
州
各
国
か
ら
も
多
く
の
旅
行
者
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

世
界
的
な
写
真
家
も
魅
了
さ
れ
た
町
、

ス
カ
ン
ノ

　

有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
ア
ブ
ルッツ
ォ
州
に

あって
、イ
タ
リ
ア
人
が
最
も
好
む
町
と
言
わ
れ
て

い
る
の
が
ス
カ
ン
ノ
で
す
。ロ
ー
マ
か
ら
車
で
1
時

間
ほ
ど
の
距
離
で
す
が
、険
し
い
山
に
囲
ま
れ
て

隔
離
さ
れ
た
ゾ
ー
ン
の
た
め
、昔
な
が
ら
の
伝
統
や

風
習
が
残
って
い
ま
す
。旧
市
街
を
歩
く
と
、全

身
黒
の
伝
統
的
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
老
婦
人
た

ち
が
普
通
に
生
活
し
、狭
い
ス
ロ
ー
プ
や
長
く
続

く
階
段
、オ
レ
ン
ジ
色
の
街
灯
も
独
特
の
雰
囲
気

を
演
出
。そ
の
ロマ
ン
チ
ッ
ク
な
景
観
に
は
、世
界

的
な
写
真
家
で
あ
る
マ
リ
オ・ジ
ャコ
メッ
リ
も
魅

了
さ
れ
、ス
カ
ン
ノ
を
撮った
作
品
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ス
カ
ン
ノ
か
ら
車
で
北
へ
1
時
間
ほ
ど
の
ス
ル

モ
ナ
は
、イ
タ
リ
ア
で
最
も
有
名
な
お
菓
子・コン

フェッ
テ
ィ
の
発
祥
地
で
す
。ア
ー
モ
ン
ド
に
砂
糖

を
絡
め
た
シ
ン
プ
ル
な
お
菓
子
は
、15
世
紀
に
十

字
軍
が
東
洋
か
ら
ア
ー
モ
ン
ド
を
持
ち
帰
って
以

来
の
伝
統
で
、17
〜
18
世
紀
の
創
業
と
い
う
老
舗

が
営
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

アブルッツォ州（イタリア）

ラクダに乗ってサハラ砂漠をゆく

山懐に抱かれたスカンノ
はイタリア人が最も好む
町と言われています

ヨーロッパ各国からも避暑を楽しむ
バカンス客が訪れるスカンノ湖

城壁に囲まれたスルモナ
の旧市街に残るローマ帝
国時代の水道橋

イタリアを代表するお菓子・コンフェッティは
スルモナが発祥の地です

素材研究
（海外）
素材研究
（海外）
素材研究
（海外）

雄
大
な
山
々
を
抱
え
る
大
自
然
の
宝
庫

面
積
の
3
分
の
2
を
占
め
る
山
岳
地
帯
は
国
立
自
然
公
園

スルモナにはアペニン山脈で最も
高い山塊が覆いかぶさるように迫
ります
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